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要　約
　介護福祉教育において2000年のカリキュラム改定より、精神障害者の自立と社会参加を目
指す授業が模索されている。病による必要よりも、受け入れ態勢がないなどの社会的条件で入
院を余儀なくされている精神障害者が7万人とも言われ、地域や生活施設で支援してゆくため
に介護福祉士への期待は大きい。にもかかわらず、具体的な介護を目指す前提としての利用者
像の豊かな再構築が、少ない時間数や実習も必要とされていない養成教育の現状では困難であ
ることが指摘されていた。若い学生であろうとすでに精神障害者への否定的なイメージが固定
され始めているからである。
　本稿では、まったく精神障害当事者との接点の無い授業に比べ、筆者らが行ってきた当事者
の参加を得ての授業や、精神障害者施設への見学・ボランティア体験等が学生の精神障害者観
の好転にっながったことを明らかにし、当授業を振り返りその要因を検討した。その結果、①
五感からの感動を伴った学びの効果②自己洞察の深まり③利用者理解の深まり④尊敬を伴った
学習意欲への寄与　が推察された。
1　はじめに
筆者らは10年ほど前から十文字学園女子大学、白梅学園短期大学等における介護概論、形
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態別介護技術演習（肢体不自由、精神障害、知的障害）等の授業において当事者参加の授業づ
くりを模索してきた。1）関谷は「実像を学習する事から始める授業形態は無駄が多く非能率
のようだが、まず人間を理解し、障害はその一一部であると言う事を多様な障害の姿を提示しな
がら繰り返し理解させる事」2）の有効性を示し、まず人間ありきの教育の価値を強調してい
る。
　とりわけ介護福祉士教育課程、精神障害者への介護は小櫃や吉賀、谷口3）4））5）らが
指摘するように学生自身が当事者との接点が少なく、間接的知識による理解にとどまり・偏見
による当事者像の修正が困難である事が大きな課題であった。その結果、介護に不可欠な共感
的な当事者理解が得られない点が最も危惧されていた。　多様な精神疾患へのケアの実践が広
がり、当事者らの努力を支えるホームヘルプ事業や社会復帰施設での介護支援の重要性が増す
今日、その是正が必要と思われた。
　白梅学園短期大学介護福祉士教育課程（2年課程）では1年後期に「精神保健」の科目を、
2年前期に「形態別介護技術演習・精神障害者の介護」の科目を置き、3年前から後者に当事
者の参加を得た授業を行ってきた。
2003年度の「形態別介護技術演習・精神障害者の介護」の授業では　授業開始4月に、東京
介護福祉研究会作成のアンケート「精神障害者の介護に関するアンケート」4）を実施。ここ
では精神障害者には51％が「怖い」「気持がわるい」等の否定的なイメージを、20％が「病気
だから仕方がない」等の諦観的イメージを、又16％が「私達と変わりない」等の肯定的イメー
ジを示していた。これに対し授業終了時7月の同会アンケートでは79％の学生が「怖いと思っ
ていたが自分達とまったく変わらない人間である事がわかった」など障害者観の好転を伝えて
いた。（残り21％のうち大半が家族や身内に障害者がおりもともと、偏見は無かったとしてい
る）
　一方、東京介護福祉研究会による当校も含む介護福祉養成校163名の調査4）での同アンケー
トでは授業終了時のイメージの「好転的な変化」は35％に留まっていた。163校の調査結果と
当校の授業後の当事者像の好転割合の違いは、当校が他校と異なり①授業数を8時間当ててい
ること　②そのために当事者参加の授業が2時間当てられた事に起因すると考えられ、とりわ
け後者の影響が大きいと推察された。2003年度の授業を振り返る中で、当事者参加の授業企
画が、精神障害者像の好転にどのように寄与したのか検討したい。
ll　研究目的
形態別介護技術演習・精神障害者の介護における当事者参加の授業の効果を考察する。
皿　研究方法
1　2003年度形態別介護技術演習・精神障害者の介護の授業（2003年4月～2003年6月、2
年生　2クラス　83人が受講）を振り返り、2003年7月末に（当授業で）「最も印象に残っ
た内容を挙げ、その理由を述べてください」との課題を提示しこの記述から学生の精神障害
者像の変化を推測する。
2　授業各段階の1学生の感想記録をもとに、精神障害者像の推移を考察する。
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研究期間2003年4月～2004年3月
IV　結　果
1　授業概要　短期大学　精神障害者の介護8回
　1）　春休み課題
　　　開講前の春休みに精神障害者社会復帰施設への見学またはボランティアを課題とする。
　　見学場所は自分で調べ選び、交渉する。個人でもグループでも良いとした。様式に沿っ
　　てレポートをまとめ4月授業開始時に提出（03年の見学施設は、精神保健福祉センター
　　　1、通所授産施設等12、病院2、地域生活支援ニセンター1、グループホーム2、生活
　　訓練施設1、福祉工場1）
　2）授業内容の概要
　　第1回　グループごとの春休み課題の振り返りと整理　グループでまとめなおし　発表
　　　　　　の準備　発表（その1）
　　第2回　グループごとの春休み課題の発表（その2）　当事者と触れ合っての印象　地
　　　　　　域支援の役割を考察
　　第3回　私達の心と体の連携～心と体は何故繋がっている？　心をこめて「聴く」事の
　　　　　　意味
　　　　　　VTR全国家族会連合会編「あせらず、ゆっくり、むりせずに」を視聴
　　第4回　精神障害と回復過程　精神障害者の医療保健福祉施策と介護の歴史、生活を支
　　　　　　えともに歩む介護の展開
　　第5回　統合失調症の理解とケアの特徴　地域連携の広がり　支援センターに通う当事
　　　　　　者Sさん、1さんの紹介
　　第6回　統合失調症を持っSさん（1組）、1さん（2組）による授業と交流、障害の
　　　　　　経過別に生活を支える技術
　　第7回　薬物依存症者の現状と治療、生活をめぐる諸問題　AA（alcoholic　anony－
　　　　　　mous匿名の断酒会）など自助グループの機能　グループごとにAAへの質問
　　　　　　を出し合う
　　第8回　AAメンバーによる、クラスでのミーティングの実施と交流　まとめ
3）　第6回、第8回の当事者参加の授業準備と実際
　①授業に見える当事者の決定
　　　Sさんは大学近くのクラブハウスの通所者を地域の福祉フォーラムで知り教員が交渉
　　した。又1さんは春休みの精神障害者生活支援センターの見学で知り合い指導いただい
　　た当事者を、学生自身が招き司会・進行をっとめた。AAメンバーへはAA関東オフィ
　　スに連絡し交渉した。
　②　授業準備
　　　授業の前に、関係施設へ出向き授業の進行にっいて打ち合わせを行い、それぞれの当
　　事者への質問を学生より出し合い事前に提出し双方向の授業を目指す。
　　また、当事者側でも授業準備のため、授業の準備や参加が当事者グループの年間行事に
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　も位置付けられ、この中で当事者グループによる学生の感想文の分析から、「当事者専
　門用語は使わない」「学生の理解を助けるために1時間の発言者数は3人程度がよい」
　「しっかり伝えたい事は文章化することが効果的」などわかりやすい授業の工夫等が提
　案された。
③　授業の実際
　　授業では当事者Sさんは作業所の職員と、1さんは配偶者と来校された。病やその治
　療体験、またケアされることを受け入れる体験、地域で生きてゆく事の難しさや喜び、
　社会的かっ個別的な支援への期待、介護への提言などを語られた。AAグループは各ク
　ラス7～8人見え、いっもどうりのミーティングを実施、アルコール依存になった経過、
　自助グループへの係わり、回復の過程や希望を語られた。
③　授業終了後
　　学生の感想文や質問事項を学生の了承を得て各当事者講師に送った。　講師から質問
　事項への回答や授業を行っての感想があり、これを再び学生に返し授業を補った。また、
　AAオフィスでは毎年学生の感想文を、訪れる当事者が閲覧できるようにしたところ
　「大変励まされた」等の感想が寄せられていることも学生にフィードバックした。
2　当事者参加の授業に対する学生の感想
　　「よくも悪くも、最も印象に残った内容を挙げ、その理由を述べてください」との年度末
の課題の既述によると、AAによるミーティング52％、精神障害当事者によるお話37％、
授業前施設訪問8％、その他3％であった。悪い印象にっいては1名であった。
これらについて、以下のように4つのカテゴリーに分類し考察した。
1）　五感からの学ぶ事への気づき・（21％）
　　「教科書やVTRではピンとこず、理解しづらい部分がある　当事者の話はリアルでわ
　かりやすい」「なまの声を聴くと言う事が一番勉強になるし、感じる事がたくさんあった」
　「生きてゆくと言う事の大切さ、喜びを肌から教えてくれた」
　当事者が困難を押して、自分たちの授業のためにわざわざ来校されたという意気込みに驚
　いている。当事者の全存在を五感で感じ、同じ人間なんだと確認できた驚きを伝えている。
2）　自己意識の洞察　　（26％）
　　「どうして自分は今まで、アルコール依存症というと犯罪者集団のように思っていたん
　だろう」「私達の前で一生懸命語ってくださる姿に触れ、偏見を持っていた自分が恥ずか
　しくなった」
　当事者らが熱心に語りかけてくださるほどに、「何故、今までの自分は、、」と自分や社会
　の偏見の起源を探ろうとしている。
3）　利用者理解の深まり　（44％）
　　「障害者本人が自分の苦しかった障害にっいて勉強し、自分自身を理解しようと努力し
　ている事を知り尊敬した」「幻聴体験などをきき驚いた　しかし、自分の病気を受容した
　り、回復する事が出来る事を知った」「支援センターのドアを開けたら殴られるかと恐ろ
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　しく思っていたのに、温かい紅茶で迎えてくれ驚いた」「福祉作業所や支援センターなど
地域の援助の大きさを実感した」
当事者自身が病に悩み、向き合い、社会的サービスの活用も含め克服の工夫を続けている
ことに驚き、尊敬し始めた。活用する社会資源の多様性、しかし社会的な理解の遅れなど
に気づき始めている。
4）　尊敬をもった学習意欲への寄与（6％）
　　「もっと外の精神障害者や依存症者のお話が聴きたい」「個人的に話がしたかった」「特
養にも統合失調症の方がいる　もっと知りたいと思う」「私達も頑張らなくては、と思っ
た」
　　当事者の熱心な話から、授業だけでは深く理解することは出来ない、という自覚が生ま
れている。
　　また、その他（3％）として、「自分を跡形も無く消し去りたい等、私と同じ事を思っ
ていた人がいて安心した」「幻覚妄想など、高校時代の自分と同じ体験が語られ不愉快だっ
た」等リストカット等、病を共有する学生がおり、関心を持って受講していたが1名に否
定的な感情が表れていたので授業後にフォローを必要とした。
2　レポートに見る一学生の、障害者イメージの推移
事例；学生A　19歳　女子
学生Aの6っの既述にっいて特徴的なものを以下に示した。
①介護福祉教育研究会授業前アンケート（3月）
　　精神障害とは　、、、「自律神経を自らの意志で動かせない人」
　　　あなたの精神障害者のイメージは　、、、「怖い・私達と変わらない」
　　　あなたの家の近くにグループホームが出来る事になったら、、、「出来れば避けたい」
　　電車で隣に精神障害者が座ったら　、、、「座らない」と述べ、漠然とした一般的なイ
　　　メージに留まっている。
②春休み課題の印象（2003年、3月）
　　（H市・共同作業所へ知り合いの紹介で3人で訪問、作業・昼食作りに参加・一緒に食
　事・所長より講義とビデオ鑑賞をして帰る）
　　　「精神障害者は暗い、恐い、という近づきがたいイメージをもっていた。だけど、実
　　際は、向こうから話し掛けてくれたり、冗談を言ったりしてとても明るく私達とかわ
　　　らないなと思った。利用者が自分の病気を自覚しているのがすごいと思った。職員は
　　思った以上に手助けしていない。過保護でなかった。」回復しっっある当事者とほぼ
　　一日過ごした事で、具体的で共感的なイメージが形成され始めている。（カテゴリー
　　　1，2，3）
③精神保健で一番印象に残った事は（4月）
　　　「対応の仕方で精神病の人の運命が変わっちゃうんだなあと思った」と、知識として
　　の理解があり、導入として精神疾患の人生への影響の大きさを理解している。
④クラブハウスSさんのお話しを聞いて（5月）
ヱ18
　　「精神障害者は何を考えているのかわからない、何をするかわからないから恐いとい
　　うイメージを持っていました。けれど授業で勉強したり作業所へ見学に行ったりして、
　　精神障害者も私達と変わらないという事を学びました。一番印象に残っている事はS
　　さんの両親がSさんのことを親戚や友達に隠しているという事でした。この話しを聞
　　いて周囲の人も精神障害にっいてもっと学ぶ必要があると思いました。」精神障害の
　　もたらす影響の大きさや、その人を巡る環境にも思いを募らせ社会との接点に気付き
　　始めている。（カテゴリー2，3）
⑤AAのミーティングを聞いて、あなたのイメージどうりの方々でしたか？（6月）
　　「いいえ、酒を片手に常に酔っ払っていて、他人に絡んでくるという印象でした。手
　　はいっも震え、常に酒を求めているものと思っていました。しかしAAの皆さんは、
　　笑顔交じりに話していて恐いというイメージはありませんでした。」「完治する事は無
　　いと思うがAAミーティングなどの出ていれば回復するんじゃないかと思いました。
　　今まで心の奥にためていたものを話す事により、自分のことをわかってもらい、安心
　　する事が出来る。又共感してもらう事が何より嬉しいのではないか。」と、語ること
　　や共感的に聞いてもらうことの効果、自助グループが回復に寄与する効果について学
　　び始めている。（カテゴリー2、3）
⑥授業で一番印象に残った事は（7月）
　　「一番印象に残った事はSさんの講演や障害者に係わるビデオなどでした。私は精神
　　障害者を近寄りがたい、恐い、というあまり良い印象ではありませんでした。しかし、
　　頑張っている姿を見たりお話を聞いていたら、私達のような健常者と変わらない一人
　　の立派な人間なんだな、、という考えを自然にもっことが出来るようになりました。授
　　業を受けてから障害者とともに何かを頑張りたいと思い、見学した福祉作業所ヘボラ
　　ンティアに行くようになりました。」と、一歩踏み出して障害を持ちっっ生きる人へ
　　の尊敬の念を抱いている。（カテゴリー2、3、4）
V　考　察
1　上記の結果から、当事者参加の授業により学生は
　1）春休み訪問学習とクラスでの経験交流で、当事者の回復するイメージを共感的に形成
　　しはじめた。
　2）当事者の存在感あるメッセージが学生の五感へ訴え、当事者理解がリアルに深まった。
　3）障害をもちっっ生きるという人間的価値に尊敬を持って気づき始めてきた。
　4）自分の今までの「恐い」「何をするかわからない」等の偏見やその根拠を見っめ始め
　　た。
　　この体験からより多くの人へ偏見を克服して欲しいとの願いを広げてきた。
　5）障害に個別性があることを知り、更に様々な障害を持っ方達との係わりを求めてめた。
　6）当事者の回復を支える地域支援策や自助組織のありかたを実感した。
　7）「まず、心をこめて聴く」という接し方、係わり方によって当事者のコンディション
　　が変わるという人間関係の相互性に気づいてきた。
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　　8）学生Aの感想からはこれらが、授業の流れの中で時間を追って醸成されることがわかっ
　　　た。
　　9）しかし又「その他群」に見るように、病的体験の進行中や解決されていない学生にとっ
　　　て、当事者のリアルな話に向き合う事は辛い場合もあり、事前や授業後のフォローが必
　　　要と思われた。
　　　などを経て、一定の配慮下では障害者イメージの好転に至ったと推察された。
　2　授業へ参加された当事者グループ自身が授業内容を深く工夫され、これらからより学生
　　にわかりやすい授業が提示されてきたことが更に学生の理解を促した。当事者グループ自
　　身が、学生への語りかけの機会を大切にされており、双方の利益が一致したと思われた。
　3　しかし、グループホームやホームヘルプなど生活支援上の介護を実際に受けてきた当事
　　者の参加はさらに介護福祉士を目指す学生にとって有益と思われ、授業運営上の工夫が求
　　められる。
vr　結　論
　精神障害者の介護の授業には、当事者参加の授業効果はおおむね有効であったとおもわれる。
W　今後の課題
　1　当事者参加の授業を進めるためには、授業時間数の適正化や精神保健福祉施設・地域実
　　習の取り入れ、担当教員の研修や経験交流などが必要と思われる。また、当事者の思いや
　　発言を軸とした教科書の工夫が求められる。
　2　障害者福祉論、精神保健、医学一般などの教科担当者との学生の理解度を見据えながら
　　の連携が必要である。
　2　学生の中に当事者体験が重なる事があり、授業前後に個別にフォローする必要がある
　　そうした学生の回復に寄与しうる授業案を工夫する必要がある
　授業に協力してくださった、当事者のグループ、1さん、Sさんに心よりお礼申し上げます。
V皿　参考文献
1）新井幸恵他「福祉系授業における当事者参加の教育効果を考える」十文字学園女子短大紀
　要1999年
2）関谷栄子他「障害当事者による介護福祉教育方法のあり方」白梅学園短期大学紀要40号
　2004年
3）小櫃芳江他「『精神障害者の介護』の教育方法に関する一考察（1）」介護福祉教育2001
　年7巻
4）吉賀成子他「　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　（2）」介護教育学会抄録
　　2003年
5）谷口敏代「『精神障害者への介護』の教育方法」（1）岡山県立短大研究紀要　2003－10巻
120
ABSTRACT
ACase　Study　on　Teaching　Effect
Mentally　H　andicapped　people
for　Care　work　with　the　Participation　of　the
In　the　care　work　and　welfare　education，　after　the　revision　of　curriculum［
in　2000，　a　teaching　method　which　aims　for　the　independence　and
participation　in　the　society　of　mentally　handicapped　persons　has　been　on
its　way　to　being　developed．
It　is　said　that　there　are　around　70，000　mentally　handicapped　persons　who
have　no　choice　but　to　be　kept　in　hospital，　not　because　of　their　illness　but
of　Japan’s　social　conditions，　such　as　lack　of　preparations　to　accept　these
persons．　　Therefore，　great　expectations　are　held　for　qualified　care
workers　in　order　to　take　care　of　these　persons　in　the　communities　or
facilities．
However，　it　has　been　pointed　out　that　sufficient　reconstruction　of　the
image　of　care－service　users，　as　the　premise　for　actual　care　is　difficult　in
the　current　conditions，　which　in　the　training　course，　the
total　class　hours　are　far　from　enough　and　the　practical　training　is　not
required．　Even　young　students　have　already　begun　to　have　a　fixed　idea　of
negative　irnages　of　mentally　handicapPed　persons．
In　this　text，　it　is　clarified　that　in　comparison　with　lessons　with　no
interaction　with　mentally　handicapped　persons，　lessons　including　contact
with　such　persons，　as　well　as　visits　to　mental　hospitals　and　volunteer
activities　helped　improve　students’image　of　the　mentally　handicapped
persons．　In　addition，　these　lessons　were　reviewed　and　the　factors　of　the
improvement　were　examined．　As　a　result，（1）effect　of　learning　with　deep
impressions　through　five　senses，（2）improvement　of　insight　of　themselves，
　（3）improvement　of　understanding　service　users，　（4）contribution　for　studying
motivation　with　respect　are　supPosed．
